
下においても、通勤・通学、生活の手

段として公共交通を維持していかなければならず、公共交通事

業者への支援が求められる。
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３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

都市交通課

05
快適に過ごせる生活基盤が整備されたまち

24
公共交通が利用しやすい環境の整備・推進

市内外を結ぶ公共交通の利便性を高め、市民の誰もが公共交通機関を利用して、快適に移動できる環境を整えます。

交通対策事務費

コミュニティバス運行事業

自転車駐車場管理事業

ｔｏｃｏバス利用人数 tocoバスの年間利用者数
人 370,000 367,996 289,715

市内３駅駅前自転車駐車場 駅前自転車駐車場満車回数(一時利用)
回 0 0 0

の満車回数 (誰もが使用できる状態を維持 )

公共交通機関の利便性向上 利便性向上に満足している市民の割合
％ 30 28.3 31.4

の満足度 (市民意識調査 )

市内公共交通の重要な手段である路線バスとtocoバスが、競合 公共交通は市民の移動手段として欠かせないものであることか

を極力排除しながら、運行維持していく必要があるが、tocoバ ら、利便性の向上に努めるとともに、維持するために必要とな

スの乗客数の増加が路線バスの乗客数の減少につながる側面が る支援を継続していく。また、今後の新型コロナウイルスの感

あり、安定的な公共交通網の維持に向けた対策が求められてい 染状況や公共交通の利用データ等を踏まえ、市内公共交通網の

る。 見直しに向けた一体的な検討を行っていく。

また、新型コロナウイルス感染症の影響により、公共交通の利

用者数は減少し、公共交通事業者の経営にも大きな影響が生じ

ている。このような状況



ど、時代により変わりゆくニーズを具現化するための取組を展開することが必要と考える。

01 交通対策事務費　（都市交通課）

交通対策事務費

任
意

23,119 路線バスの運行維持に努める。

42,630

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 12 01 01 60,070

路線バスへのノンステップバ 59,070

ス導入でのバリアフリー化支 10,040

02 コミュニティバス運行事業　（都市交通課）

コミュニティバス運行事業

任
意

118,693 コミュニティバスの安定的な運行を

123,099 図る。

－ ○ １ ○ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ01 01 02 01 12 02 01 135,863

駅や病院、公共施設等を結び 135,863

、使いやすく安心して利用で 6,924

03 自転車駐車場管理事業　（都市交通課）

自転車駐車場管理事業

任
意

15,388 指定管理者と協議しながら、利便性

15,912 の向上を図っていく。

－ － １ ○ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ01 01 08 01 02 03 01 15,907

施設の利便性、セキュリティ △652

の向上及び民間事業者の自由 3,462

02 放置自転車対策事業　（都市交通課）

（再掲）放置自転車対策事業

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事
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28日 作成部局名 都市整備部 担当部局名

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０４年度（事業費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０４年度（人件費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価
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新型コロナウイルス感染症の影響により、厳しい経営環境に置かれている公共交通事業者の
事業継続を支援し、市民の移動手段を確保していくとともに、シェアサイクルなど、公共交
通を補完する新たな移動手段の可能性を検討していく。また、今後の市内公共交通の方針と
なる「地域公共交通計画」の策定に向けて、必要となる法定協議会の設置準備を進めていく

Ｂ
。

181,641 ↑ 211,840 ↓ 182,288 → 182,288
新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として公共交通事業者を取り巻く環境は厳しい状況にある。既存の公共交通網を確保してい
くために、継続的な支援を維持していく必要がある。

20,426 → 20,426 → 20,426 → 20,426
公共交通の維持確保に向けた施策を展開するにあたって、現行の人員体制を維持していく必要がある。

今後、本施策の目的である「市民の誰もが公共交通機関を利用して快適に移動できる環境の構築」に向け、指標を推進するため、放置自転
車対策など、既存の事業を計画的に進めるとともに、快適に移動できる環境がどのような状態であるかを的確に捉え、「公共交通機関」や
「利便性の向上」な


